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LS研 研究分科会テーマの推移（1996～2000年度）

１９９６年度 １９９７年度 １９９８年度 １９９９年度
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・
運
用
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発
技
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・
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法

21世紀の情報システムのビジョン

EC適用による企業変革

企業におけるマルチメディア型
業務システム

CALSによる
企業システムの標準化

データ・ウェアハウスの
構築と活用

性能面からみたクライアント
／サーバシステムの構築

情報システムのリスクマネジメント

LAN／WANのネットワーク管理

RADの効果的活用

クライアント／サーバ
システムの構築

情報共有と情報のディジタル化

ワークフローの効果的適用

Ⅱ

基幹システムのダウンサイジングⅠ

システム再構築のための
リバースエンジニアリング

オブジェクト指向技術の
効果的利用

クライアント／サーバ
システムの資源管理

評
価

統合パッケージの適用

モバイルコンピューティングの
効果的活用

LAN／WANの効果的設計と構築

クライアント／サーバ
システムの統合管理

イントラネットの運用

3層クライアント
／サーバシステムの構築

JavaプログラミングとActiveX

SFA

ネットワークコンピューティングの
適用技法

オブジェクト指向技術の適用

MpWalkerによる運用
管理業務の自動化／省力化

企業間EC適用による企業変革

インターネット技術を
利用したシステム構築Ⅰ

クライアント／サーバ
システムの生産性評価

21世紀の企業情報化推進モデル

役に立つ情報共有
～ナレッジマネジメントの有効性～

効果的なERPの導入

統合文書管理システム
（EDMS）の適用

データウェアハウスの構築と活用Ⅰ

クライアント／サーバ
システムの運用管理

オープンネットワーク環境の
セキュリティ対策

LAN／WANの運用管理

Active Platformをベースにした
業務アプリケーションの構築

Ⅱ

提案型営業とSFA

プッシュ型情報配信
サービスの適用Ⅰ

オブジェクト指向技術の適用

Javaを用いた
基幹システムの構築Ⅰ

アウトソーシングの適用

TCOの実態と削減

システム部門成熟度向上
のための管理基準

21世紀の企業情報化推進モデル

ナレッジマネジメントの活用

SFAの効果的構築・活用

電子商取引における企業間BPR
(ワークフロー連携技術)

コンポーネント指向技術
による開発手法

Javaを用いたシステム構築と
その課題

オープンシステムの効率的な
運用管理Ⅰ

オープンシステムの資源管理

オープンシステムの効率的な
運用管理Ⅱ

PC-UNIXの実用性評価

Linux研修会

データウェアハウスの活用

PDM (Product Data Management)
の構築とその課題

SCM(サプライチェーンマネジメント)
と企業変革

オープンネットワーク時代の
セキュリティ

情報システム部門における
品質管理

Ⅱ

データ・ウェアハウスの構築Ⅰ

プロトタイピング型開発の活用

Ｄ

１９９１年度「企業における携帯型
ワークステーションの活用」から継続

Ｅ

１９９５年度「マルチベンダ構成での
LAN／WANの構築」から継続

CORBAの業務への適用

コンポーネント指向技術
による開発手法

エージェントの活用

インターネットの
セキュリティ対策

Ｆ

１９９５年度「システム構築力向上のための
プロセス評価・改善手法」から継続

分散オブジェクト環境下での
COBOL資産の再利用

２０００年度

インターネットビジネスプロデュース

CRM(Customer Relationship 
Management)の実践

Webを活用したIT教育

ビジネスモデル特許

IP時代の企業ネットワーク２

IP時代の企業ネットワーク１

エクストラネットによる
企業間情報システムの構築

Web EDIの構築

全社的アプリケーション統合方式
(EAI)の研究

オープン時代の
新しいCOBOL活用

ソフトウェアサイクルへのUML
(Unified Modeling Language)の適用

基幹システムへのLinux適用

オープンシステムの運用基盤の構築

ナレッジマネジメントの適用

インターネット時代のデータ
ウェアハウスソリューション

電子認証技術の評価

マルチプラットフォーム環境に
おける帳票運用の総合管理

情報システム部門における
プロジェクトのリスクマネジメント

経
営

教
育

Ｉ
Ｔ

Ｇ

２００２年度「企業グループの
情報セキュリティ対策」へ継続

Ｈ

２００２年度「製造業における
CRMを活用したサプライ
チェーンの構築」へ継続
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＊は関西地区開催の分科会

＊

内はラーニング分科会

＊

★最優秀、●優秀、○佳作


